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事前に提出いただいた 

「中野市個別施設計画(案)に対する意見・提言について」 

（前回会議からの意見等含む） 

 

意見等 

 

・解体を先送りにしていろんな方に利用していただくというのは不可能か。

閉校となった小学校についても、利用されなくなった場合、即解体とい

うことではなく、解体を先送りし地域に活用いただくというようなこと

はできないものか。(前回会議からの意見) 

 

・公共施設等適正化計画で、平成 29 年度より平成 37 年度(令和 7 年度)ま

でに 20％縮減と長野県下でも有数の、短期で多くの縮減目標を掲げまし

たが、近年自然災害で避難を余儀なくされるケースがあり、一昨年の台

風 19 号の時は、豊井小学校体育館がいっぱいで（支所、文化センタ―に

も？）移動し、農協の 2 階にも移動された方もいたようで、その上、も

しコロナ禍の場合、避難場所では間隔を空けて待機をしなければならな

く、そういった施設はそれぞれ必要と考えます。 

 

・行政改革の議論も、ただ縮減だけの議論で決定することは如何かと思い

ます。必要なことは、防災のこと、民生のこと、経済のこと、地域振興

のことなどを明確にしてから、施設計画を立てていただきたい。 

 

・豊田保健センターなどの入る建物は、平成 3年に建てられ耐震性もあり、

令和 7年までに譲渡・解体を行うとあります。譲渡される側からみると、

使用を終えたときの解体費の捻出を考えると譲渡に二の足を踏んでしま

います。もし解体費を考えないとしたら譲渡を受ける方もいると思いま

す。 

 

・同じことが、旧３小学校にも言えます。今般の計画で解体せず、解体費

を後年に積み立て公費解体として地域に有効利用を促せば、地域振興に

もつながると考えます。前提が決まらないと議論もできません。 

 

・方向性をだすということだが、庁内の検討で方向性を示すのか、そこに

例えば地域住民が何らかの関わりを持つ機会が与えられるのか。(前回会

議からの意見) 

 

資料４ 



2 

 

 

・よくパブリックコメントというが、実際パブリックコメントになかなか

書いてくれないのが現実である。その原因はよくわからないが、パブコ

メを求めました、意見がありませんでした、ですのでこの通り進めさせ

ていただきますというのは地域住民からするとかなり乱暴にうつってし

まうということだけ申し上げておきたい。(前回会議からの意見) 

 

・ひとつご提案ですが、中野市保有の各施設はあくまでも業者等による『買取

等による取得』が原則のようにお見受けしますが、これに施設の『賃貸借に

よる貸し出し』は如何でしょうか？今よりはるかにハードルが低くなり、参

入業者の増加、新事業へのトライアルなど可能性が広がると思います。 

 

・人口減少・少子高齢化が進み、高齢施設や子育て支援活動施設もとても重要

ですが、IT 時代の若い人達の企業・独立や開業のサポート施設などを、明

るい窓口でおしゃれな活気ある中野市になってほしいです。 

 

・中野市は一年を通してとても住みよい環境をアピールしてほしい。 

第４次  

行革大綱 

答申 

付帯意見

（案） 

・公共施設は、地域の拠り所やシンボル的な役割を担っていることもあり、

見直しにあたっては縮減の議論だけではなく、防災・民生・経済・地域

振興など民間企業による利活用も含めた、地域がさらに発展するような

施策の検討もされたい。 

 


